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地方都市独居高齢者の地域住民とのサポート授受過程 

－A市 B地区独居高齢者聞き取り調査から－ 

○ 札幌市厚別区介護予防センターもみじ台 社会福祉士・介護支援専門員 氏名 林 孝之（007576） 

 

キーワード：独居高齢者,ソーシャルサポートの提供,ソーシャルサポートの受領 

 

１．研 究 目 的 

○都市部独居高齢者は身近な地域住民によるソーシャルサポートの受領が期待される.し

かし独居高齢者がそれらの受領を拒否する事例も多い.高齢者のソーシャルサポートの受

領は,性別,年齢,心身･家族状況,地域性等の他,近年,高齢者自身のサポート提供との関連

も指摘されている. 

○本研究は先行研究にあまり見られない,独居高齢者がソーシャルサポートの提供に

至る過程,提供から受領に至る過程について明らかにする.本研究の知見は,独居高齢

者の近隣支援拡充や,地域における支え合い(共助)推進に貢献するものと思われる. 

 

２．研究の視点および方法 

○ソーシャルサポートを「社会関係から得られる援助」と定義.ソーシャルサポート授受の

相手は近隣住民に焦点をあてた.その構成は提供と受領の 2 方向,種類は当事者にとって肯

定的な「情緒的サポート(相談相手や声かけなど情緒に働きかける支援)」,「手段的サポ

ート(具体的支援や物品,情報提供)」とし,授受に至った過程に注目した. 

○対象は地方都市 A 市における昭和 40 年代に開発されたニュータウン B 地区において,同

じ町内に居住し,筆者の運営する地域介護予防教室に通う,要介護認定を受けていない独居

高齢者.介護保険サービスを受けていない非認定者の近隣支援構築が急務であること,同じ

生活圏域の対象を得ること,筆者が容易に接触できることが事例選定理由である. 

○調査及び分析方法は、上記対象より選定した 2 名に対し半構造化面接による聞き取り調

査を実施.調査期間は 2009 年 6 月 8 日～15 日.面接時間は 2 名とも約 1 時間.質問内容は年

齢,性別等の属性,「周りの人にしている手助け・気づかい」,「周りの人から受けている手

助け・気づかい」について,それぞれに至る過程とその相手について回答を求めた.そして

面接内容を録音し対象者の発言を逐語化,本研究の視点に沿って分類し表１にまとめた.  

 

３．倫理的配慮 

調査を始める前に対象者に対し質問の内容,および個人情報を匿名化した上で学会報告

や地域実践構築資料への使用,面接内容を録音すること,データは研究者のみが管理するこ

と,分析終了後音声,逐語録は破棄することについて書面にて説明し同意を得たうえで実施



日本社会福祉学会 第５7回全国大会 

 

591 

した.また,本研究で示す事例は結果に影響がない範囲で一部改変し,個人の特定を防いだ. 

 

４．研 究 結 果 

 本調査は 2009 年 8 月迄の期間で 10 名の面接を予定している.本抄録においては 6 月 15

日時点での中間まとめを掲載し,すべての面接調査結果は学会発表時に示す.また、本調査

結果は特定地域における限定的なデータをもとにした知見であることも付け加えておく。  

○両者とも「配偶者や親族の死去による社会関係の縮小」→「近隣住民以外からの肯定的

なサポートの受領」→「近隣住民へのサポート提供」という過程で近隣住民へのソーシャ

ルサポートの提供に至った.そして ,「近隣住民以外からの肯定的なサポートの受領」の機

会として,A 氏はボランティア活動による受領,B 氏は介護予防教室への参加と違いが見ら

れるが,社会参加による新たな社会関係の形成という点では共通していた. 

○一方,近隣住民へのソーシャルサポート提供から近隣住民からの受領については「近隣住

民へのサポートの提供」→「概ね相対的に近隣住民から情緒的なサポートを受領」という

過程が見られ ,近隣へのサポート提供がすべてサポートの受領に結びつくとはいえないこ

と,結びつかなくてもサポートの提供者は満足を感じていることが明らかになった. 

表１ A 市 B 地区独居高齢者面接調査結果（中間まとめ）  

情）…情緒的サポート,手）…手段的サポート  

属
性 A 氏,女性,70 代,別居子 2 人,年金収入  B 氏,女性,80 代,別居子 3 人,年金収入  

近
隣
へ
提
供 

情)近隣高齢者に対する声かけ等  

手)独居高齢者を訪問・電話し町内会行事

の情報提供  

情)散歩中に会った近隣住民に対する声か

け,天気などの会話の提供. 

手)特になし. 

近
隣
か
ら
受
領 

情 )声かけに対する感謝の言葉 ,近隣の高

齢者からの声かけ,励まし. 

手)とくになし  

情)屋外での声かけ,励まし  

手 )予定日課を忘れずに実施するため ,カ

レンダーに印を付けてもらう.. 

授
受
過
程 

親族の死去後閉じこもるが,たまたま参加

した介護予防教室で他の受講生よりボラ

ンティアを勧められ閉じこもりを解消し

たいと思い活動開始 .年長者に励まされ ,

他人に奉仕することが自分が元気になる

ことを実感 .近所の高齢者に対しても支援

をするようになる.近所の高齢者から感謝

や声かけを受けるようになる. 

夫との散歩が趣味だったが,夫死去後は散

歩中 ,景色や草花に話しかける .息子に勧

めで介護予防教室に参加するうちに,他の

受講者と関係が深まり,教室外でも声をか

けられうれしくなる .受講者に限らず散歩

で出会った地域高齢者にも声をかけるよ

うになる.声をかけても無視されることも

あるが ,自分を励ましたり手助けしてくれ

る人もおり,声かけは楽しい. 


